
平成２８年１０月３０日（日） 



本日は議会報告会にご参加いただきありがとうございます。 
 
お手元に以下の資料があるかご確認ください。 

第6回堺市議会 議会報告会 

①議会報告会にご参加の皆さまへ（お願い） 

②第６回堺市議会 議会報告会の報告資料 

③第６回堺市議会 議会報告会 出席議員等名簿 

④第６回堺市議会 議会報告会参加者アンケート 



平成２８年１０月３０日（日） 



時間 内容 

第1部 

議会報告 
約20分 

①平成２７年度決算関係議案の審議 
   概要の報告 
②８月定例会上程議案、その他市政一 
     般に対する意見等の報告等 

第2部 

議員との
トークカフェ 

約90分 
（休憩含む） 

常任委員会単位のテーブル 
（２５分程度×２テーブル）で、 
テーマに沿って、市民の皆さまと議員 
との間で意見交換、総括発表 
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本日のスケジュール 



第１部  議会報告 
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第１部 議会報告 



① 平成２７年度決算議案の審議 

３ 

8月定例会での審議概要 



（単位：億円） ○決算総額及び決算収支 

・単年度収支 黒字 
・実質収支は３６年連続の黒字 
・歳出－増加（障害者自立支援給付費などの扶助費、国民健康保険 
 事業の繰出金等社会保障関係費の増加など） 
・歳入－増加（国庫支出金、諸収入の増加など）      
・各特別会計、企業会計も実質収支・資金収支が黒字 
 ４ 

年度 歳入総額 歳出総額 差引 実質収支 
単年度 
収 支 

２７ ３，６２８．４ ３，５９６．０ ３２．４ ２１．１ ３．７ 

２６ ３，５３０．８ ３，５０２．４ ２８．４ １７．４ １．５ 

普通会計 決算 



（単位：％） ○健全化判断比率の推移 

早期健全化基準 Ｈ２７ Ｈ２６ 

実 質 赤 字 比 率 １１．２５ ― ― 

連結実質赤字比率 １６．２５ ― ― 

実 質 公 債 費 比 率 ２５．００ ５．５ ５．４ 

将 来 負 担 比 率 ４００．００ １５．６ ２１．９ 

・実質公債費比率、将来負担比率とも、国の早期健全化基準を大幅に 
クリア（全会計黒字のため、実質赤字比率、連結実質赤字比率は算定せず） 

  

５ 

健全化判断比率 

⇒財政の健全性が確保され、政令指定都市でもトップクラスの 
 水準を維持 

  



現状の堺市の市債残高、財政調整基金は他市と比較して健全であると実感している。 
今後とも中長期的な視野に立った適切な財政運営に努め、市民福祉の向上に取り組ん
でほしい。 

財政の弾力性を示す経常収支比率は96.9％と昨年度より1.6％悪化しており、財政構
造の硬直化が懸念される。 

決 算 議 案 １０ 件 を 認定 
６ 

施策・事業におけるPDCAマネジメントサイクルの徹底など従来型の取組みに加え、
公民連携の新たな活力による事務事業の改革など新たな視点での行財政構造改革に積
極的に取り組むことを要望する。 

議員からの主な意見（一部）〔平成27年度決算議案〕 

人口誘導、産業振興や交流人口の増加などによる税源涵養を積極的に推進し、安定的か
つ強固な財政基盤を構築し、将来にわたり市民に質の高い行政サービスを提供し続ける
必要がある。 



① 平成２７年度決算議案の審議 
 
② 市長提出議案の主な審議 
 
 

７ 

8月定例会での審議概要 



○本議案の主な論点 

●本市の放課後児童対策事業である「のびのびルーム」の管理運営業務を次年度から公 
 募によって事業者選定するための予算などを計上するもの 
（理由） 
・これまで公益財団法人のみに運営委託していたが、放課後児童対策事業に係るノウハウ  
 を有する民間事業者は増加しており、次年度から民間事業者を含め、広く事業者を公募 
 し、さらなる事業の推進を図るため。 

議案第111号 「平成28年度堺市一般会計補正予算（第2号）」 
～放課後児童対策事業等、泉北高速鉄道 通学費負担軽減事業など～ 

１．放課後児童対策事業等 

２．泉北高速鉄道 通学費負担軽減事業 

●泉北高速鉄道と南海高野線を乗り継ぐ通学定期利用者の負担を軽減する補助を行うた 
 めの予算を計上するもの 
（理由） 
・泉北高速鉄道と南海高野線を乗り継ぐ通学定期券を持つ市民が、満25歳となる日を含 
 む年度までを対象に、１ヵ月あたり約1,440円の補助を行い、負担軽減を図ることで 
 子育て世代の定住・誘導や泉北ニュータウンの活性化につなげるものである。 

８ 



 
●学童保育は子どもたちの生活の場であることを踏まえ、関係者の声に耳を傾ける 
 ことが重要である。決して拙速に進めるべきではなく、時間をかけて議論するこ 
 とが必要である。 
●１者から公募へ変更することで、事業者それぞれが持つ力や企画力が導入され、 
 よりよい放課後児童対策事業を推進できる。 
 
 
●かねてから多くの議員が要望していた負担軽減が実現することは子育て支援の観点か 
 らも一定評価する。子育て世代の定住を促すため、さらなる利便性向上に向け鉄道事  
 業者と協議を進めていただきたい。 
 

○議員からの意見・要望（一部） 

最終本会議において可決し、成立   
９ 

議案第111号 「平成28年度堺市一般会計補正予算（第2号）」 
～放課後児童対策事業等、泉北高速鉄道 通学費負担軽減事業など～ 

１．放課後児童対策事業等 

２．泉北高速鉄道 通学費負担軽減事業 



① 平成２７年度決算議案の審議 
 
② 市長提出議案の主な審議 
 
③ その他市政一般に関する論議 

10 

8月定例会での審議概要 



○内容 

（保育施設のアスベスト問題） 
◆本年６月、北部地域整備事務所（北区）の煙突の解体工事に際し、隣接する保育園   
 の園庭にがれきが落下する事案が発生した。また、解体したこの煙突内部の断熱材 
 にアスベスト（石綿）が含まれていたことが、後日の調査にて判明した。 
◆この件については、アスベストの事前調査が行われていなかったこと、飛散防止措 
 置をとらずに解体工事を行ったこと、また、調査結果等に関して、関係者への連絡 
 や公表が遅れたもの。 
 
（公園の土壌汚染） 
◆堺区の旧メッキ工場の解体工事に伴い、本年５月に本市 
 が工事受託業者に対し、廃材置き場として占有許可を出 
 した並松公園の土壌から基準値を超える有害物質の六 
 価クロム化合物とシアン化合物が検出されたことが、９ 
 月になり発表された。 
◆当時、近隣住民から市に対し、目の不調や異臭について 
 の通報があったが、土壌調査や公園への立ち入り禁止措 
 置が大幅に遅れたことなどの問題点が明らかになったもの。 

市政一般に関する論議① 
～保育施設のアスベスト問題及び公園の土壌汚染について～ 
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（保育施設のアスベスト問題） 
 市、請負業者、工事監理者それぞれが基本的な確認と指示を怠り、思い込みや推測、

独断専行によって引き起こされたものだと言われても仕方がない。 
 保育園側への連絡が遅れた対応は極めてまずい。職員の危機管理意識が低下してい

ると思わざるを得ない。 
 保育園の園児及び保護者や職員、さらには周辺住民等の健康への不安にきちんと応

えるような施策の展開を求める。 
 
（公園の土壌汚染） 
 公園敷地及び解体工場跡地、さらには周辺での土壌・水質・大気等の汚染状況を詳

細に分析・点検し、事件の原因を徹底的に究明すべきである。 
 住民の皆さんの不安を取り除き、健康被害を確認された住民の方々へは必要な対処

をきちんと行っていただきたい。 
 市民の安全・安心を旨とする本市の市政に反する事象が発生し、その初動体制を含

めた危機管理意識の欠如が指摘された。この点に関して、強く猛省を促すとともに、
二度と同様の問題を生じさせることの無いようチェック機能が働く仕組みの構築 

    を強く要望する。 
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○議員からの主な意見（一部） 

市政一般に関する論議① 
～保育施設のアスベスト問題及び公園の土壌汚染について～ 



○経過 

◆平成２２年世界遺産暫定一覧表に記載。 
 
◆平成２５年から世界文化遺産登録に向け 
 て文化庁へ推薦書の原案を提出。 
 
◆平成27年7月の文化庁からの指摘事項 
 （緩衝地帯の保全の方針の説明ぶりの明 
 確化、国外資産との比較など）を踏まえ、 
 平成28年3月に推薦書原案を再提出。 
 
⇒「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」 
     の国内推薦が決定し、選定に至らず。 
 
◆文化審議会から５項目の課題提起。 
 （古墳の階層性が示す顕著な普遍的価値の合理性、構成資産の選択とその資産の 
  顕著な普遍的価値への貢献、来訪者管理戦略、価値の伝え方の戦略など） 

市政一般に関する論議② 
～百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産登録について～ 
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 百舌鳥・古市古墳群の持つ顕著な普遍的価値について日本だけでなく、世界の人に
分かって頂けるよう説明に全力で取り組んでいただきたい。 

 
 登録後においても、古墳群周辺の渋滞緩和策など、課題があり、今後の対策に工夫

が必要である。 
 
 大阪府、羽曳野市、藤井寺市と一丸となって、文化審議会で示された課題の解決に

早急に取り組むとともに、百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産登録の早期実現に向
け、さらなる機運醸成に努めていただくよう求める。 
 

 イコモス（国際記念物遺跡会議）関連の方々の助言は非常に有効なポイントになる
と思うので、ぜひともきっちりと対応してもらいたい。 
 
 
 

○議員からの主な意見（一部） 
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市政一般に関する論議② 
～百舌鳥・古市古墳群の世界文化遺産登録について～ 



○政務活動費の適正な運用に向けた主な取り組み（平成28年度） 

政務活動費の適正な運用に向けた取り組み 

●市政報告等の印刷・ポスティングについて、領収書のほか、見積書・納品書（完了報 
 告書）・請求書を徴し、保管するとともに写しを提出 
●「議員と生計を一にする親族への支出の禁止」を「議員と生計を一にしている親族 
 及び生計を一にしている者への支出の禁止」に拡大 
●補助職員を雇用する場合は、労働基準法第109条に基づく書類（労働者名簿、賃金 
 台帳など）を整理・保管、補助職員の出勤簿等の写しを提出 
●1件15万円以上の物品購入について、複数業者から見積書を徴し、金額の比較検討 
 を行うとともに、写しを提出 
●領収書等貼付用紙等のインターネット公開を開始することを決定 
                           （平成２９年度公開） 

○100条委員会の主な開催内容 

●第  6回委員会（平成28年  ２月12日）証人尋問 
●第  9回委員会（平成28年  ４月28日）証人尋問 
●第13回委員会（平成28年10月28日）証人尋問 
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  ○議会の改革度に関する調査結果 
   早稲田大学マニフェスト研究所による議会改革度調査２０１５ 

   

  ◆２０政令市中    第１位（３年連続） 

  ◆１ ,４６０議会中  第７位   

       
 

 

    
      

（参考）過去のランキング 
 

 ２０１４年（平成２６年度）   ８位／１，５０３議会（政令市１位） 
 ２０１３年（平成２５年度）   ３位／１，４４４議会（政令市１位） 
 ２０１２年（平成２４年度）８４位／１，３７１議会 
 ２０１１年（平成２３年度）８１位／１，３５６議会 
 ２０１０年（平成２２年度）８２位／１，３６７議会 

議会改革度ランキング 



ご清聴ありがとうございました。 
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第１部  議会報告 
 


